
真
心
十
一
月

学
校
だ
よ
り

令
和
四
年
十
一
月
一
日
発
行

三
島
市
立
南
中
学
校

校
長

野
口
厚

昭
和
二
十
二
年
開
校

旧
三
島
市
立
第
一
中
学
校

校
訓
：「
自
治
・協
同
・敬
愛
」

広
葉
樹
の
木
の
葉
が
色
づ
き
始
め
、
秋
を

楽
し
め
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
南
中
生
は

勉
強
、
運
動
、
文
化
に
精
を
出
し
て
い
ま
す
。

十
月
号
で
は
「新
時
代
の
テ
ス
ト
」に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。

十
一
月
号
で
は
、
「
主
権
者
教
育
」
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

主
権
者
教
育
と
聞
く
と
、
社
会
科
の
授
業

で
扱
う
選
挙
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
。

つ
ま
り
、
投
票
す
る
際
は
、
立
候
補
者
あ
る

い
は
政
党
の
公
約
を
し
っ
か
り
と
理
解
す
る

こ
と
、
自
ら
の
主
義
主
張
と
照
ら
し
合
わ
せ

る
こ
と
、
総
合
的
に
判
断
し
て
自
己
決
定
す

る
こ
と
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
度
の
学
習
指
導
要

領
の
改
訂
で
、
主
権
者
教
育
の
趣
旨
は
変
わ

り
、
自
ら
が
主
権
者
と
し
て
社
会
の
中
で
自

立
し
、
他
者
と
協
働
し
な
が
ら
、
生
き
抜
く

力
な
ど
を
社
会
の
構
成
員
の
一
人
と
し
て

主
体
的
に
担
う
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
中
で
記
載
さ
れ
て
い
る
主
体
性
は
、

現
在
、
三
島
南
中
が
設
定
し
て
い
る
研
修

テ
ー
マ
と
同
一
で
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
の
成
果
が
あ
が
っ
て
い

ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
先
の
全
国
学
力
・学
習
状
況
調

査
の
結
果
、
南
中
生
は
自
ら
の
考
え
を
も
つ

と
い
う
項
目
の
数
値
が
低
か
っ
た
で
す
。

よ
っ
て
、
こ
れ
ら
を
統
括
す
る
と
、
三
島
南

中
の
次
の
研
修
テ
ー
マ
の
方
向
性
が
見
え
て

き
ま
し
た
。

昨
今
、
制
度
劣
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
な

り
ま
し
た
。
学
校
も
社
会
の
風
と
生
徒
の
実

態
を
し
っ
か
り
感
じ
て
、
変
化
し
て
い
く
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。

ひ
い
ら
ぎ
祭

体
育
の
部

十
月
一
日
、
体
育
の
部
を
開
催
し
ま
し

た
。
久
し
ぶ
り
の
通
常
開
催
で
多
く
の

方
々
が
お
出
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
午
前

中
は
練
習
を
積
ん
だ
大
縄
飛
び
に
声
援

が
飛
び
、
午
後
は
迫
力
の

リ
レ
ー
に
感
動
し
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
の
生
徒
は
抜

群
の
企
画
力
で
全
生
徒
に

記
憶
に
残
る
行
事
に
し
て

く
れ
ま
し
た
。

Ｍ
Ｌ
Ｓ
主
催
「キ
ラ
リ
大
作
戦
」

十
月
十
五
日
、
地
域
学
校
協
働
本
部
、

通
称
Ｍ
Ｌ
Ｓ
に
よ
る
キ
ラ
リ
大
作
戦
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
朝
八
時
に
志
の
あ
る
人
が

集
い
、
通
学
路
を
清
掃
し
ま
し
た
。
生
徒
、

保
護
者
、
教
職
員
、
地
域
の
方
々
が
自
治

の
精
神
で
活
動
し
ま
し
た
。
こ
の
企
画
の

良
い
と
こ
ろ
は
動
員
で
は

な
い
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
か

ら
の
時
代
に
必
要
な
主
体

性
の
あ
る
生
徒
を
育
て
て

い
る
南
中
の
目
標
と
一
致

し
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
文
化
部
主
催
「ひ
い
ら
ぎ
学
級
」

十
月
二
十
三
日
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
講
師
を
招

い
て
思
春
期
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
こ
の
企
画
の
す
ば
ら
し
い
こ

と
は
、
当
日
の
講
演
は
も
ち
ろ
ん
、
当
日

に
至
る
ま
で
全
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
化
部
が
運
営

し
た
こ
と
で
す
。
ア
ン
ケ
ー

ト
、
講
師
選
定
、
会
場
借
用
、

広
報
活
動
、
集
約
と
い
う
流

れ
が
見
事
で
し
た
。

二
学
期
始
業
式

十
月
十
一
日
、
始
業
式
を
挙
行
し
ま
し

た
。
野
口
厚
校
長
が
「
生
き
る
」
に
つ
い
て

説
き
ま
し
た
。
三
段
ロ
ケ
ッ
ト
、
ま
ず
は
勉

強
と
運
動
で
能
力
を
伸
ば
す
、
次
に
た
く

さ
ん
の
人
と
出
会
っ
て
付
き
合
い
方
を
経

験
す
る
、
そ
し
て
自
分
の
た
め
、
家
族
の

た
め
、
で
き
た
ら
人
の
た
め
に
行
動

す
る
と
い
う
内
容
で
し
た
。

思
春
期
の
生
徒
が
大
人
に
な

る
ま
で
の
間
、
悩
ん
だ
と
き

の
道
し
る
べ
に
な
れ
ば
と
考

え
ま
す
。

高
校
説
明
会

十
月
二
十
五
日
、
公
立
高
校
と
私
立
高

校
の
教
員
を
招
い
て
、
三
年
生
に
高
校
説

明
会
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
は
公
立
二
校

と
私
立
二
校
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、
高
校

の
丁
寧
な
説
明
を
緊
張
し
な
が
ら
聞
い
て

い
ま
し
た
。
一
ヶ
月
後
は
進
路
決
定
で
す
。

公
立
と
私
立
の
併
願
、
私
立

だ
け
の
単
願
、
公
立
の
裁
量

枠
、
私
立
の
奨
学
生
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
選
択
に
自
身
の

能
力
を
照
ら
し
合
わ
せ
ま

す
。

生
徒
集
会

十
月
二
十
八
日
、
新
規
生
徒
会
本
部
に

よ
る
初
回
の
生
徒
集
会
で
し
た
。
本
部
役

員
は
昼
休
み
な
ど
の
時
間
を
使
っ
て
、
入

念
に
企
画
を
熟
成
し
て
き
ま
し
た
。
中
学

生
に
と
っ
て
は
当
日
ま
で

の
間
に
行
っ
て
き
た
試
行

錯
誤
の
遠
回
り
の
プ
ロ
セ

ス
が
、
今
後
の
成
長
に
結

び
つ
き
ま
す
。

市
町
村
駅
伝
大
会
三
島
市
代
表
選
手

伊
東
翼

田
内
真
太

鈴
木
心
優

防
火
書
写

入
賞

酒
井
由
衣

室
伏
し
づ
き

渡
邉
花

明
る
い
選
挙
ポ
ス
タ
ー

入
賞

髙
田
梓

税
の
作
文

三
島
税
務
署
長
賞

土
井
裕
登

公
立
高
校
の
校
長
が
視
察

十
月
十
九
日
、
公
立
高
校
の
校
長
八
人

と
県
教
委
二
人
が
、
南
中
の
授
業
を
視
察

し
ま
し
た
。
目
的
は
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
で

す
。

十
一
月
の
主
な
行
事

２
日

技
術
家
庭
科
テ
ス
ト

三
年
生

６
日

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・ス
ク
ー
ル
協
議
会

９
日

二
学
期
時
間
割
ス
タ
ー
ト

11
日

薬
学
講
座

一
年
生

11
日
～
17
日

部
活
動
中
止

16
・
17
日

定
期
テ
ス
ト

全
学
年

18
日

わ
た
し
の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

三
年
生

24
日

医
療
講
座

全
学
年

25
日

授
業
参
観

二
～
五
校
時

25
日

進
路
説
明
会

五
校
時

三
年
生
・特
支

28
日

生
徒
総
会

30
日

第
二
回
学
力
診
断
調
査

三
年
生

十
二
月
の
主
な
行
事

３
日

な
か
よ
し
発
表
会

特
別
支
援
学
級

７
日

職
業
講
話

一
年
生

７
日

芸
術
鑑
賞

二
年
生

９
日

学
校
保
健
委
員
会

一
年
生

15
日

市
内
一
斉
あ
い
さ
つ
運
動

27
日

授
業
最
終
日

28
日

冬
季
休
業
開
始

当
校
の
教
育
に
つ
い
て
相
談
が
あ
る
方
は
、

遠
慮
な
く
教
頭
「志
村
」ま
で
御
連
絡
く
だ

さ
い
。
電
話
番
号

９
７
５

０
９
８
０

ス
マ
ホ
で

ブ
ロ
グ
を

閲
覧
し
よ
う


